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Abstract
 

The Omine Belt is located in the western margin of the Northern Fossa Magna.

Western limit of the Omine Belt is the Itoigawa-Sizuoka Tectonic Line and the eastern
 

limit is the Otari-Nakayama Fault.In the central Omine Belt,Omine Group is inter-

bedded with six volcaniclastic beds from lower to upper stratigraphic following order,

Nyunomi Formation,Sonehara Formation,Takagariyama TuffI Member,Takagari-

yama TuffII Member,Reishoji TuffMember and Omine Formation.After Takagari-

yama TuffI Member (1.76 Ma)and Takagariyama TuffII Member (1.75 Ma) em-

placed,the denudation and resedimentation systems have been developed.The systems
 

reflect solidification degree of these pyroclastic flow deposits.Nyukawa Pyroclastic
 

Flow Deposit (Takagariyama TuffI Member)is mostly composed of welded tuff,and
 

Ebisutoge Pyroclastic Deposit (Takagariyama TuffII Member)is composed of non-

welded tuff.Clastic materials derived from Ebisutoge Pyroclastic Deposit are found
 

only at a slightly upper level of the Takagariyama TuffII Member.On the other hand,

clastic materials derived from Nyukawa Pyroclastic Flow Deposit are found many
 

horizons in upper beds of the Takagariyama TuffI Member and II.It might be stated
 

that resedimentaion system for the Nyukawa Pyroclastic Flow Deposit continued for
 

a long time because of its welding properties and denudation difficulty.
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１．はじめに

大
おお
峰
みね
帯（小坂，1980）は北部フォッサマグナ西縁部に位置し，西を糸魚川―静岡構造

線，東を小谷―中山断層で囲まれた東西５～７km，南北約65kmの地質帯である。主に

前期更新世の陸成粗粒堆積物で構成され，複数の火山砕屑物が狭在する。また，およそ４

Ma以降，北部フォッサマグナにおける東西圧縮場の短縮テクトニクスが生じたことによ

り，大峰帯内部では褶曲構造や断層が多数発達する（原山，2015a）。

長橋（1998）は大峰帯に分布する複数の火山砕屑物に対して詳細な記載をし，その層序

を取りまとめた。しかし，長橋（1998）の層序に関する研究と放射年代に関する研究（三

村・原山，2002；植木，2005）は整合性がとれない。

また，大峰帯に分布する複数の火山砕屑物のうち鷹
たか
狩
がり
山
やま
凝灰岩部層 と鷹狩山凝灰岩部

層 （長橋ほか，1996を改称）は槍・穂高カルデラ（Harayama，1992）起源で，それぞ

れ高山盆地の丹生川火砕流堆積物（金子ほか，1976）と恵比寿峠火砕堆積物（長橋，

1995）とに対比される。片岡・中条（2000）は給源遠方の東海地域に分布する広域テフラ

の直上の砕屑岩類についてその岩相に着眼し，火山砕屑物の再堆積作用が見いだせるとし

た。しかしながら，給源近傍地域（十数km～数十km）での大規模火砕流堆積物とそれ

らが侵食・削剥・再堆積を経て二次堆積した砕屑岩類の関係を記載した研究は未だなされ

ていない。特に溶結部をもつ火砕流について溶結した物質の削剥・運搬・再堆積を対象と

した研究は殆どない。

本研究では槍・穂高カルデラから20～30km程度の距離にある大峰帯中部地域での２つ

の火砕流堆積物の産状とその上位の砕屑性の地層中の鉱物に着目した。一般に，層準の異

なる火山砕屑物は異なる火山活動で噴出した物質に由来することから，含有する鉱物はそ

れぞれの噴出マグマの状態を反映した固有の固溶体組成をもつ。したがって，砕屑岩層中

のマグマ起源の鉱物の化学組成を調べることは火山砕屑物の侵食・削剥・再堆積過程を推

定する上で重要である。本研究では斜方輝石の固溶体組成（Fe―Mg―Ca原子比）を鉱

物化学分析により導き出し，２つの火砕流堆積物の上位の砕屑岩層中の再堆積性物質の有

無について検討し，火砕流堆積物の溶結部の多少が削剥・再堆積過程に及ぼす影響につい

て考察した。

２．地質概説

大峰帯は糸魚川―静岡構造線と小谷―中山断層の間に形成された地質帯である。大峰帯

の形成開始は鮮新世まで遡る。約4.4Ma以降北部フォッサマグナは東西圧縮場に支配さ

れた（原山，2015a）。その結果，糸魚川―静岡構造線より西方の飛驒山脈と，小谷―中

山断層より東方の新第三系の堆積岩類からなる水内帯が大峰帯に対して相対的に隆起した

ことにより，前期更新世まで砂礫を主体とする粗粒砕屑物が多く大峰帯に供給された。大

峰帯の砕屑物に関する研究は礫種構成に着眼したものが多い。代表的なものに平林

（1965）や小坂（1980）が挙げられる。平林（1965）は第四紀以降飛驒山脈の隆起速度が
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著しくなったとして，すぐ東側の沈降地域にあたる大峰帯には山地から粗粒物質が供給さ

れたとした。また，小坂（1980）は大峰帯全体からみると，礫岩層と火砕岩層の組み合わ

せからなる堆積―火成サイクルが２度認められること，礫岩は層準や地域の違いによって

大きく異なり，後背地の地質の様相が顕著に現れているとした。

また，大峰帯の詳細な地質構造に関する研究として小坂（1992）が挙げられる。小坂

（1992）は，大峰帯内部に分布する砕屑性の地層を下位より小谷累層と大峰累層に区分

し，両者の境界を部分不整合であるとした。加えて，小谷累層と大峰累層の各々で連続性

の良いテフラ層を追跡し，それぞれ七五三掛タフと鷹狩山凝灰岩層とした。長橋ほか

（1996）は小坂（1992）で提唱された鷹狩山凝灰岩層を２つに区分し，下位より鷹狩山凝

灰岩層 と鷹狩山凝灰岩層 とした上で，それぞれ高山盆地の丹生川火砕流堆積物と恵比

寿峠火砕堆積物と対比した。つづいて，長橋（1998）は大峰帯内部に複数の火山砕屑物を

見い出し，各々の追跡，記載をした。

本研究の対象地域は長野県大町市，市街地東方鷹狩山を中心とする地域であり，大峰帯

の中部に位置する（Fig.1）。この地域には北より霊
れい

松
しょう

寺
じ
山（標高1,134ⅿ），鷹狩山（標

高1,164ⅿ），および南鷹狩山（標高1,147ⅿ）の３峰が連ねている。調査地域の西方には

松本盆地が広がっており，槍ヶ岳付近を上流部とする高瀬川が流れる。

Fig.1 Simplified geological map of study area (modified from Kato and Sato,

1983;Kato et al,1989).
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３．地質各説

本調査地域には大峰層群（小坂，1992の“大峰累層”を再定義）が分布している。本研

究では，大峰層群を４層に細区分し，層序的下位より，丹
にゅう

生
の
子
み
層（長橋，1998の“丹生子

溶結凝灰岩層”を改称），曽根原層（長橋，1998の“曽根原溶結凝灰岩層”を改称），新引

沢層（小坂，1992を再定義），および大峰層（長橋，1998の“大峰溶結凝灰岩層”を改称）

とした。また，本研究では新引沢層についても７部層に細区分し，層序的下位より，松崎

砂礫部層（新称），鷹狩山凝灰岩部層 （長橋ほか，1996の“鷹狩山凝灰岩層 ”を改

称），社
やしろ

砂礫部層（新称），鷹狩山凝灰岩部層 （長橋ほか，1996の“鷹狩山凝灰岩層 ”

を改称），唐
から
花
け
見
み
砂礫部層（新称），霊松寺凝灰岩部層（長橋，1998の“霊松寺溶結凝灰岩

層”を改称），山ノ神砂礫部層（新称）とした（Figs.2,3）。

Fig.2 Geological map in the study area.Fm.:formation;Gr.:group;Mem.:member.
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丹生子層

［命名］長橋（1998）の“丹生子溶結凝灰岩層”を改称した。

［模式地］大町市丹生子の恩沢付近とされる（長橋，1998）。

［分布］本調査地域では大町市常光寺付近のみに分布する。

［層厚・岩相］層厚は少なくとも50ⅿ以上である。長橋（1998）は西方の高瀬川河床にも

本層が分布するとしており，正確な層厚は不明である。本調査地域では少なくとも２ユニ

ットが確認され，下位よりUnit-a，bとした。Unit-aは黒雲母の結晶が顕著な灰色の溶

結凝灰岩である。大町市舘之内県道55号線沿いの西向きの崖に良好な露出がある。Unit-

bは灰色の非溶結な凝灰岩で表面は赤ないし赤紫色に呈していることが多い。Unit-aと

比 すると風化が激しく，固結度が低い。また，球顆が数多くみられる。鏡下では黒雲

母，斜方輝石，普通角閃石，斜長石，火山ガラスがみられほか，Unit-aでは本質レンズ

（最大長径５mm）が観察される。

曽根原層

［命名］長橋（1998）の“曽根原溶結凝灰岩層”を改称した。

［模式地］池田町堀之内付近とされる（長橋，1998）。

［分布］本調査地域では大町市常光寺付近のみに分布する。

［層厚・岩相］層厚は40ⅿ程度である。本調査地域では少なくとも４ユニットに分けら

れ，下位よりUnit-aから dとした。Unit-aは固結度の低い明褐色のガラス質な細粒

～中粒砂であり，厚さは50cm程度である。小礫程度の岩片も多く観察できる。Unit-bは

白色ないし灰白色のガラス質な細粒の火山灰である。厚さは５ⅿ程度である。Unit-cは

軽石が点在する岩相であり，厚さは30ⅿ程度である。軽石（最大１cm）は一方向に扁平

である。また，鏡下では軽石やガラス片が扁平化したユータキシティック組織がみられ

る。Unit-dは固結度の低い灰白色な細粒砂であり，厚さは1.5ⅿ程度である。本ユニット

には不明瞭な葉理状の構造が観察できる。

新引沢層

松崎砂礫部層

［命名］新称

Fig.3 Space diagram in central Omine Belt.Fm:formation;Gr.:group;Mem:member.
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［模式地］大町市松崎東方の荒沢沿い標高800ⅿ付近とする。

［分布］大町市常光寺東方の新引沢から神栄町付近に分布する。

［層厚・岩相］層厚は240ⅿ程度である。淘汰の悪い礫層が卓越する。礫の形状は円～亜

円を示し，礫径は中礫～巨礫である。礫種は粗粒花崗岩，流紋岩，砂岩，チャートが主

で，基質は中粒砂である。また，新引沢の標高790ⅿ付近では凝灰質砂層と中礫層の互層

が確認できる。

鷹狩山凝灰岩部層

［命名］長橋ほか（1996）の“鷹狩山凝灰岩層 ”を改称した。

［模式地］池田町会染の県道275号線沿いの丘陵とされる（長橋ほか，1996）。

［分布］大町市常光寺東方の新引沢標高790ⅿ付近から山岳博物館から乗越峠に向かう林

道沿い標高830ⅿ付近，本調査地域内での北限は山田町東方の沢沿いの標高800ⅿ付近まで

分布する。

［層厚・岩相］層厚は大町市常光寺東方の新引沢では３ⅿ以上である。松崎東方の荒沢標

高830ⅿ付近では１ⅿ程度である。山田町東方の沢沿いでは３ⅿである。

岩相は地点により多少異なるが，多くは灰白色なガラス質のシルト～細粒火山灰であ

る。新引沢では細粒火山灰とシルトサイズの火山灰が互層をなす岩相のほか，一部赤色を

呈するガラス質で細粒な火山灰が下部で観察できる。上部では固結度のよい灰白色でガラ

ス質な細粒火山灰中に径１cm程度の白色軽石が点在している岩相が観察できる。荒沢で

は下部より灰白色でガラス質なシルトや，白色でガラス質な細粒火山灰が観察できる。山

田町東方の沢沿いでは灰色でガラス質の極細粒火山灰中に径２cm以下の白色または茶褐

色な軽石が点在する岩相が確認できる。また，鏡下では斜方輝石，単斜輝石，斜長石，火

山ガラスが観察できる。

社砂礫部層

［命名］新称

［模式地］大町市社の新引沢および南方の支流付近とする。

［分布］大町市社の新引沢から山田町付近まで分布する。

［層厚・岩相］層厚は200ⅿ程度である。本層の最下部は小礫～大礫を含む淘汰の悪い礫

層もしくは礫砂互層が確認でき，基質は灰白色の凝灰質な細粒～中粒砂である。新引沢支

流の中部では，上方粗粒化を示す細粒砂～細礫層と小礫層の砂礫互層や暗褐色泥層が確認

できる。また，山田町東方の沢沿いでは大礫を含む含礫泥層や砂泥互層が観察できる。本

層の最上部は平行葉理をなす中粒～粗粒砂層や細礫層，中礫～大礫の淘汰の悪い礫層が観

察できる。

鷹狩山凝灰岩部層

［命名］長橋ほか（1996）の“鷹狩山凝灰岩層 ”を改称した。

［模式地］池田町会染の県道275号線沿いの丘陵とされる（長橋ほか，1996）。

［分布］大町市相川トンネル南西標高930ⅿ付近から山田町東方の沢沿い（標高860ⅿ付近

まで分布する。

［層厚・岩相］南鷹狩山南西部滝の入り林道付近で最も厚く15ⅿ程度である。その他の地

域では５～10ⅿ程度である。南鷹狩山南部滝の入り林道沿いは特に露出がよく，本層直下
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の細礫層から直上の巨礫を含む淘汰の悪い礫層までほぼ連続した露出状態を示す。

研究地域内では少なくとも５つの岩相がみられ，下位よりUnit-aから eとした。Unit-

aは白色でガラス質な極細粒～細粒火山灰で下部では細礫程度の大きさの岩片が確認でき

る。滝の入り林道沿いの露頭では堆積する面に対して垂直方向に発達する脱ガスパイプの

構造が確認できる。Unit-bは固結度のよい赤褐色でガラス質な細粒火山灰中に軽石が点

在する岩相である。滝の入り林道標高940ⅿ付近や鷹狩山南西部標高950ⅿ付近でその産状

を確認できる。Unit-cはUnit-bと類似しているが，Unit-bに比べ固結度が悪く，明灰

色の極細粒ガラス質火山灰中に軽石が点在する岩相である。滝の入り林道でみられるほか

鷹狩山南西部標高950ⅿ付近でも確認できる。Unit-dは灰色の細粒火山灰中に軽石が点在

する産状である。軽石の多くは褐色で，Unit-bやUnit-cと比 して軽石の個数は少な

い。研究地域内では鷹狩山南西部標高960ⅿ付近でのみ確認できる。Unit-eは固結度の低

い赤褐色ないし黄灰色火山灰中に軽石が点在する産状である。研究地域内では南鷹狩山北

西斜面標高930ⅿ付近でのみ確認できる。全てのユニットにおいて，鏡下では斜長石，黒

雲母，斜方輝石，単斜輝石，火山ガラス，および異質岩片が確認できる。

唐花見砂礫部層

［命名］新称

［模式地］大町市社の新引沢および南方の支流付近とする。

［分布］大町市常光寺東方から山之神付近に分布する。

［層厚・岩相］層厚は最大で70ⅿ程度である。鷹狩山より北側では上位に霊松寺凝灰岩部

層が累重する。霊松寺凝灰岩部層の分布等については後の項目で紹介する。鷹狩山凝灰岩

部層 の直上の層準では中礫～巨礫の礫層が観察できる。基質は細粒～中粒砂で，滝の入

り林道では露頭条件が良く，レンズ状の火山ガラス片に富んだ砂層が数か所確認できる。

礫の形状は円～亜円で，破断したものも多数ある。礫種は粗粒花崗岩，両輝石デイサイト

質溶結凝灰岩，砂岩，チャート，流紋岩などである。南鷹狩山南方では淘汰の悪い礫層の

上位に逆級化を示す砂礫層が観察できる。砂層部には斜交葉理が確認できる。

両輝石デイサイト質溶結凝灰岩の礫は，鏡下観察の結果，斜方輝石，単斜輝石，斜長

石，および石質岩片がみられるほか，溶結していることを示すユータキシティック構造が

確認できる。記載岩石学的な特徴から本研究では丹生川火砕流堆積物の溶結部と対比でき

ると判断した。

霊松寺凝灰岩部層

［命名］長橋（1998）の“霊松寺溶結凝灰岩層”を改称した。

［模式地］大町市霊松寺付近とされる（長橋，1998）。

［分布］本調査地域では霊松寺から乗越峠に向かう道沿い標高940ⅿ付近までその分布が

追跡でき，約30ⅿの露頭欠如を挟んで礫層と近接する産状を確認できる。本層について

は，乗越峠以南では確認されなかった。また，大町市三日町の採石場内でも本層の分布が

報告されていることから，本層の分布は三日町採石場より北方へ続くと考えられる。

［層厚・岩相］層厚は模式地付近で100ⅿ程度である。模式地以南では薄くなり，霊松寺

山南西部で消失する。岩相は灰色の溶結凝灰岩で鏡下では本質レンズが扁平化したユータ

キシティック組織が確認できる。その他，斜長石，黒雲母，アルカリ長石，斜方輝石が観
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察できる。

山ノ神砂礫部層

［命名］新称

［模式地］大町市山ノ神の霊松寺山の北西の沢沿いとする。

［分布］鷹狩山北西部を南限とし，霊松寺山の西側から山ノ神付近まで分布する。

［層厚・岩相］層厚は最大で100ⅿ程度である。淘汰の悪い礫層と細粒～中粒の砂層が卓

越する。礫層中の礫の形状は円～亜円を示し，礫径は中礫～巨礫である。礫種は粗粒花崗

岩，流紋岩，砂岩，チャートが主で，基質は中粒砂である。霊松寺山北方山ノ神付近の沢

の標高960ⅿ付近では本層上部と大峰層の境界が確認できる。

大峰層

［命名］長橋（1998）の“大峰溶結凝灰岩層”を改称した。

［模式地］池田町堀之内東方の採石場とされる（長橋，1998）。

［分布］本調査地域では大町市相川付近から霊松寺山北側付近に分布する。

［層厚・岩相］研究地域内における層厚は200ⅿ程度である。本層は少なくとも４つの岩

相に区分され，下位よりUnit-aから dとした。Unit-aは灰色の細～中粒凝灰岩で，若

干量の軽石が観察される。Unit-aは乗越峠南西部や南鷹狩山北西部で確認できる。Unit-

bは灰色の溶結凝灰岩層で大半は一方向に節理が発達している。また，鏡下では本質レン

ズが顕著である。南鷹狩山北西部の標高1,050ⅿ付近などで確認できる。Unit-cは灰色な

いし黒色で極細粒の凝灰岩である。Unit-cは霊松寺山北西部の沢標高950ⅿなどで確認で

きる。Unit-dは灰白色ないし明褐色な細粒～中粒の火山灰で細礫程度の大きさの岩片を

含む。Unit-eは灰色の溶結凝灰岩で，露頭では一方向に節理が発達した産状が観察でき，

本質ガラスが確認できる。

４．鉱物化学分析

社砂礫部層の４層準（下位より，Rtk1-1，Rtk1-2，Rtk1-3，Rtk1-4）と唐花見砂礫

部層の４層準（下位より，Rtk2-1，Rtk2-2，Rtk2-3，Rtk2-4）から試料を採取し（Fig.4），

斜方輝石を抽出した。Rtk1の４試料は鷹狩山凝灰岩部層 の上面から各々0.5ⅿ，1.0ⅿ，

10ⅿ，13ⅿの層準に位置している。Rtk2の４試料は鷹狩山凝灰岩部層 の上面から各々

２ⅿ，10ⅿ，15ⅿ，20ⅿの層に位置している。斜方輝石は大峰帯の中・上部に分布する火

山砕屑岩層に共通する鉱物であり，その他多数の火成岩においてありふれた主要造岩鉱物

の１つである。

試料の処理方法は，ふるい分けにより粒径64～256μmの粒子を抽出し，水ヒにより重

鉱物を抽出した。次に，エポキシ系樹脂の一種であるペトロポキシでスライドガラスに貼

り付け，円盤型岩石試料研磨機（#120，#200，#400，#800），ガラス版（#1000，#1500，

#3000，#6000），ダイアモンドペースト（３μm，1/4μm）を用い研磨し，薄片を作成し

た。その後，炭素蒸着をして斜方輝石の分析を行った。分析機器は信州大学理学部地質科

学教室のエネルギー分散型Ｘ線分光器（日本電子株式会社製SEM（JSM―6510A）―

EDAXPHOTOENIXシステム）で行なった。測定条件は加速電圧15kv，照射電流2.0

nA，領域サイズSS：66，作動距離WD：10mm，分析モード：点分析，補正計算は
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ZAF法により行なった。標準試料には JEOL標準試料（SiO：Quartz，TiO：Rutile，

AlO ：Corundum，MnO：Manganosite，MgO：Periclase，NiO：Nickel Oxide，

CrO：Eskolaite，NaAlSi O ：Jadeite，CaSiO ：Wollastonite，KTiOPO：Potas-

sium-Titanium Phosphate）を用いて，定量値を求めた。

分析の結果，鷹狩山凝灰岩部層 はFs40程度であり（Fig. 5a），単一の化学組成を有

し，高橋ほか（2005）により報告された分析値とほぼ一致した。社砂礫部層の４層準につ

いては，Rtk1-1はFs37～Fs68の範囲の固溶体組成を示す斜方輝石が，Rtk1-2は

Fs33～Fs77の範囲の固溶体組成を示す斜方輝石が，Rtk1-3はFs37～Fs48の範囲の固溶

体組成を示す斜方輝石が，Rtk1-4はFs33～Fs79の範囲の固溶体組成を示す斜方輝石が検

出された（Fig. 5a）。鷹狩山凝灰岩部層 は，高橋ほか（2005）においてはFs70程度の

固溶体組成を示す斜方輝石が検出されることが報告されているが，本研究ではその他に

Fs40程度の固溶体組成を示す斜方輝石を検出した（Fig. 5b）。唐花見砂礫部層の４層準に

Fig.4 (a)Location map of analized samples (Rtk1-1, 1-2, 1-3, 2-2, 2-3, 2-4). (b)

Location map of analized samples (Rtk1-4, 2-1). Stratigraphic position of
 

Rtk1-1,2,3,4 are upper than Takagariyama Tuff Member.And Stratigra-

phic position of Rtk2-1,2,3,4 are upper than Takagariyama Tuff Member.

Topographic map are published by Geographical Survey Institute of Japan.
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ついては，Rtk2-1はFs37～Fs43とFs65～Fs70の範囲の固溶体組成を示す斜方輝石が，

Rtk2-2はFs41～Fs44の範囲の固溶体組成を示す斜方輝石が，Rtk2-3はFs32～Fs44の範

囲の固溶体組成を示す斜方輝石が，Rtk2-4はFs39～Fs49の範囲の固溶体組成を示す斜方

輝石が検出された（Fig.5b）。

５．議論

大峰帯中部地域の火山砕屑岩層の層序

地表地質踏査の結果，大峰帯中部地域には６層の火山砕屑岩層が分布し，下位より丹生

子層，曾根原層，鷹狩山凝灰岩部層 ，鷹狩山凝灰岩部層 ，霊松寺凝灰岩部層，大峰層

からなる（Fig. 3）。大峰帯中部地域の火山砕屑物の層序を検討した研究には長橋（1998）

や植木（2005）などが挙げられる。

Fig.5 Chemical composition of orthopyroxene from pyroclastic flow deposits and
 

their reworking sediments. (a) Orthopyroxene from reworking sediments
 

between Takagariyama Tuff Member (Hodaka-Kd39 tephra) and Ta-

kagariyama Tuff Member (Ebisutoge-Fukuda tephra).(b)Orthopyroxene
 

from reworking sediments upper Takagariyama Tuff Member. Fs:Fer-

rosilite;Mem.:member.
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長橋（1998）は，大峰帯のほぼ全域を研究地域とし，大峰帯内部には複数の火山砕屑層

が狭在するとした。また，霊松寺山と鷹狩山の境界付近で，南北で地質構造が大きく異な

ることを主張し，両者の境界を断層であるとした上で，鷹狩山より北側でのみ霊松寺凝灰

岩部層が分布するとした。しかし，地表地質踏査の結果，そのような大きな変位量を与え

る断層はなく，霊松寺凝灰岩部層の層厚が南方ほど薄くなることがわかった（Fig. 2）。

また，霊松寺山南西に位置する山田町の沢沿いでは鷹狩山凝灰岩部層 の上位に霊松寺凝

灰岩部層が累重することがわかった。長橋（1998）は，霊松寺凝灰岩部層を丹生子層より

下位に存在することを主張しているが，本研究の結果，霊松寺凝灰岩部層は丹生子層より

上位であり，かつ鷹狩山凝灰岩部層 より上位であるといえる。

また，植木（2005）は霊松寺凝灰岩部層と大峰層中のジルコンを抽出し，フィッショ

ン・トラック（FT）法により放射年代の測定をしており，それぞれ1.45±0.11Maと

1.42±0.06Maという値を得ている。これらの年代値は鷹狩山凝灰岩部層 の1.76±0.17

Ma（FT年代；原山，1998）と鷹狩山凝灰岩部層 と対比される恵比寿峠―福田テフラ

の約1.75Ma（吉川ほか，1996）の年代値よりも若く，霊松寺凝灰岩部層が鷹狩山凝灰岩

部層 の上位層であることを支持している。一方で，大峰層は広域テフラとして，魚沼層

群や猿丸層中で見出されているが，それらの年代は1.6～1.7Ma（町田・新井，2003；里

口ほか，2000；田村ほか，2010）で，大峰層中の全岩K-Ar年代の1.65±0.10Maと

1.69±0.11Ma（町田・新井，2003）とは整合的であるが，植木（2005）の測定結果

（1.42±0.06Ma）とは0.2～0.3Ma程度の差がある。本研究では⑴霊松寺凝灰岩部層と

大峰層の噴出年代に差がないこと，⑵霊松寺凝灰岩部層の噴出年代は鷹狩山凝灰岩部層

の堆積後であるとした上で，これ以上の議論はしない。

広域対比

大峰帯中部地域に分布する火山砕屑岩層のうち曽根原層，鷹狩山凝灰岩部層 ，鷹狩山

凝灰岩部層 ，および大峰層は広域火山灰であるが，丹生子層と霊松寺凝灰岩部層は給

源，および対比できる火山灰がともに見つかっていない（Fig. 6）。丹生子層は曽根原層

の直下に砕屑岩層を挟まずに分布していることから，その年代は曽根原層の年代値の2.26

Maと殆ど差がないことが推定される。一方，霊松寺凝灰岩部層は鷹狩山凝灰岩部層 の

上位で大峰層の下位であることから，その年代は1.75～1.65Ma頃と推定される。これま

で大峰帯に分布する凝灰岩層の広域対比は大峰帯の層序自体が混乱していることもあって

遅れていた。しかし，大峰帯は，飛驒山脈近傍に位置し，かつ多くの火山砕屑岩層を挟む

ことから，層序を確立することで周辺の火成活動の年代を確かめる重要な証拠となる。大

峰帯は，広域対比・堆積場の時空間的対比が可能とする重要な地質帯であり，そこに分布

する丹生子層と霊松寺凝灰岩部層の２つの凝灰岩層の広域対比がなされれば，飛驒山脈を

中心とする後期鮮新世～前期更新世の火成活動史がより鮮明になるといえよう。

大規模火砕流堆積物の削剥・再堆積システム

鉱物化学分析の結果，社砂礫部層では，鷹狩山凝灰岩部層 の斜方輝石の固溶体組成で

あるFs40前後である斜方輝石が含まれること（Fig. 5a）から，鷹狩山凝灰岩部層 の再

堆積が継続していたことがうかがえる。鷹狩山凝灰岩部層 と霊松寺凝灰岩部層の間の層

準では，Rtk2-1の層準を除いて，固溶体組成がFs50～Fs70の範囲の固溶体組成の斜方輝
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石は含まれていない（Fig. 5b）。鷹狩山凝灰岩部層 の斜方輝石の固溶体組成に着目する

と，本研究で検出したFs40程度の固溶体組成を示す斜方輝石は他の地域に分布する鷹狩

山凝灰岩部層 と対比される火山灰層中からは検出されず（高橋ほか，2005），大峰帯に

分布する鷹狩山凝灰岩部層 にのみ含まれる。このことからFs40程度の固溶体組成を示

す斜方輝石は鷹狩山凝灰岩部層 由来の斜方輝石ではなく，鷹狩山凝灰岩部層 堆積時に

混合したものである可能性があり，鷹狩山凝灰岩部層 の本質物としての斜方輝石の固溶

体組成はかなりFsに富んだFs70程度のものだと推定される。このようなFsに富んだ斜

方輝石は鷹狩山凝灰岩部層 の直上の２ⅿに位置するRtk2-1の層準のみで確認されてお

り，鷹狩山凝灰岩部層 の再堆積はRtk2-1の層準には生じたが，Rtk2-2より上位の層準

堆積時には生じなかったことがうかがえる。ここで着目すべきは火砕流堆積物本体に溶結

部が占める割合である。鷹狩山凝灰岩部層 と鷹狩山凝灰岩部層 各々に対比される丹生

川火砕流堆積物，恵比寿峠火砕堆積物は，ともに岐阜県の高山盆地とその周辺域に火砕流

堆積物が分布（Figs.7a-b）し，それぞれ広域テフラと合わせた総噴出量が400kmと300

kmの日本を代表する大規模火砕流堆積物である。しかし，両者の火砕流堆積物は溶結部

の占める割合が大きく異なる。長橋（1995）は高山盆地に分布する更新統の火砕物を記載

し，その中で丹生川火砕流堆積物は層厚50～100ⅿで，基底部の0.5～４ⅿを除いてほとん

どが溶結した火山灰流堆積物であると記載した。一方，恵比寿峠火砕堆積物は層厚40ⅿ以

上であるのに対し，溶結した部分の層厚は８ⅿ未満であるとしている。溶結現象は流下当

時の火砕流堆積物の保持していた熱と自重により火山ガラスが軟化・接着する現象であ

り，溶結度の進行は火砕流堆積物自身の固結度と強度の上昇をもたらす。したがって，溶

結部の卓越した丹生川火砕流堆積物は恵比寿峠火砕堆積物と比 して，固結度と強度が高

Fig.6 Correlation of Early Pleistocene regional marker tephras in central Japan

(modified from Tamura et al,2010).Fm.:formation;Mem.:member;P.D.:

pyroclastic deposit;P.F.D.:pyroclastic flow deposit;W.T.:welded tuff.
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いといえる。固結度と強度が高ければ，侵食・削剥にも強く，長期間残存しやすくなる。

飛驒山脈の東側の大峰帯とその周辺域での２つの火砕流堆積物の現在の分布はごく一部に

限られており，安曇野市三郷の小倉小学校跡を除いて溶結部は確認できない（原山ほか，

(a)

(b)

Fig.7 (a)The estimated distribution of Nyukawa Pyroclastic Flow Deposit and old
 

drainage basin area of a river which transport clastic materials to the Omine
 

Belt.(b)The estimated distribution of Ebisutoge Pyroclastic Deposit and old
 

drainage basin area of a river which transport clastic materials to the Omine
 

Belt(refer to Harayama,2015b;Harayama et al,2009 ;Nagahashi et al,1996;

Nagahashi,1998).
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2009）。しかし，大峰帯の鷹狩山凝灰岩部層 の上位の砕屑物中にはで丹生川火砕流堆積

物起源の溶結凝灰岩礫が多数見られる。このことから丹生川火砕流堆積物の溶結部は恵比

寿峠火砕堆積物が流下した1.75Ma頃には飛驒山脈東麓の広範囲に分布していたことが示

唆され，溶結していたために削剥・再堆積も長期間にわたったといえよう。一方，恵比寿

峠火砕堆積物はほとんど溶結部をもたないため，丹生川火砕流堆積物と比 して，固結度

と強度が低いために，侵食・削剥が短期間で進行し，結果として再堆積作用も短期間で終

了したと考えられる。飛驒山脈の隆起速度は他の山岳域と比 して相当速いので，非溶結

部を主体とする給源域の恵比寿峠火砕堆積物の侵食・削剥は著しいことから，削剥・再堆

積の期間もより短期間となったといえよう。

６．結論

本論文は大峰帯中部地域の地質を層序学的な視点と火山地質学的な視点から捉え，地表

踏査および鉱物化学分析から層序と砕屑物供給系について議論を行った。大峰帯中部地域

には６層の火山砕屑岩層が分布し，下位より丹生子層，曾根原層，鷹狩山凝灰岩部層 ，

鷹狩山凝灰岩部層 ，霊松寺凝灰岩部層，および大峰層である。曽根原層と接している下

位の丹生子層は大峰帯中・上部層準の最下部に位置しており，曽根原層の放射年代から大

峰帯中部地域の堆積は前期更新世に進行した。また，1.76Maに鷹狩山凝灰岩部層 ，

1.75Maに鷹狩山凝灰岩部層 が堆積し，堆積後には削剥・再堆積システムが出現した。

削剥・再堆積システムは火砕流堆積物の溶結度に強く依存している。鷹狩山凝灰岩部層

と対比される丹生川火砕流堆積物はほとんどが溶結部からなるために後背地での削剥に一

定期間要したため，再堆積性の地層が長期間堆積し続けたと考えられる。一方，大半が非

溶結部からなる鷹狩山凝灰岩部層 と対比される恵比寿峠火砕堆積物の大峰帯内部での再

堆積作用については直上のわずかな層準でしか見つからず，後背地での削剥・消失速度が

極めて速かったことが示唆される。
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